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イギリスの輯時財政への移行とその背景 (471) 35 
ヒックスに代表的に見られる方法は，最初から不充分かつ主観的な展開に堕す
る危険を内にはらんだものでしかありえないと言える。
同じプノレジヨア財政学者ではあっても. R' S ・セイヤーズは，財政の国際
的な拡がりについても通貨問題の重要性についても一定の認識を持っていると
いう点で，先のヒック λ とは同列に論じることができない。 だが，セイヤーメ

















































R. S. Sayers， Pinancial Poiicy， 1939-45， London， 1956， p.375 
W. K. Hancock & M. M. Gowing. British Wa-r Ec仰 omy.London， 1949. p. 69 
これを
イギリスの戦時財政への移行とその背景 (473) 37 
賄うために毎年のように所得税増徴を主内容とする増税措置がとられている。
例えば所得税基準率についてみれば， 36年には従来の 1ポνドにつき 4ジリ Y












第1表 1935年度 38年度の中央政府歳出実積 (百万ポゾド)
間年度 I1揃年度 I1937年度 I1拙年度
既定費 23!:!.O 235.7 238.8 244，3 
閏 債 費 210.5 209.8 215.2 215.7 
てー， 叩 他 27.4 25.8 23.5 28.6 
議定費 51斗O 567.2 605.0 695.7 
ヤ司 防 費 136.9 186.1 197.3 254.4 
民 政 費 362.0 367.7 394.0 427.1 




Central Statistical 0飼ce.A制御alAhstract ~f Statistics. No. 84， Table 253よりn
5) B. R. Mitchell， Abstract 0/ Briiish Historical Slatistics， Cambridge， 1962， p.429 
38 (474) 第四3巻第6号
第2表 1935年度-38年度の中央政府歳入実績 (百万ポゾド)
I 1叩年度 I1936年度 1附年度 I1蜘年度
内国税
所 f尋 税 238.1 257.2 298.0 335.9 
附加所得税 51.0 53.5 57.1 62.5 
相 続 税 87.9 88.0 89.0 77.4 
国防献金 1.4 21.9 
そ の 他 27.9 30.~ 25.9 22.6 
関税及び消費税
関 税 196.6 211.3 221.6 226.3 
消 費 税 106.7 109.5 113.7 114.2 
自動車税 5.0 5.3 34.6 35.6 
租税外収入 39.7 41.7 31.3 30.8 
昔通歳入計 927.3 
収支均衡会計 79.0 

























0/5印刷u;s，No出.Table ~53 ， ~54 より作成。 象徴的に見てとるにとができる句。























工場設備 2，728 10，231 8，080 













6) W. K. Hanc田 k& M. M Gowing， ot. cit.， p. 69 
7) 固防経済協会「英国軍需産業動員J1944， 12頁。





























南北アメリカ -604 -700 
-165 
アメリカ 260 
ラテ、ノ・アメリカ -179 -148 
OEEC諸国 -19C 296 
その他の非スタ←リング地域 20C -204 
ヨドスター リ Yグ地域計 |一印41-1~70
スターリング地域
合 計〔百万ドル) I-~一山(百万ポンド) -215 I -292 
国際決済銀行「スタ←リング地域Jp. 53より。
8) 大蔵省総昔局「英国戦時経済概観J1944. 314.頁。
イギリスの戦時財政への移行とその背景 (477) 41 






































Central Statistical O:lnce， Annual 
Abst1'act of Statistics， No.84， Table 
285より。


























9) M' J . fーテ4ス「イギリス金融政策の基礎」東洋経世新報社， 1962， 11頁。
10) ] M. Keynes. HowωPay j，肝脚 War.London. 1940， p.83によれば， イギリスの金保
-j，"高は39年3月末時6億7000万ポYドが，同年8月末には約5億ポγ ドに減じている。





















































どころかイギリスは開戦当初からアメリカの「現金自国船」政策(， Cash an 
11) H. D. Hall， North Ameγican Supply， London， 1955， pp. 1-9， 226 























































13) R. S. Sayer仇 op.cit.， p. 235 
イギリスの戦時財政への移行とその背景 (483) 47 
け イギリスからの商品輸入は自由ポV ドで支払うことができる問。
























14) H メンデノレハウゼν「戦争の経済学」日本評論新社.1942. 216頁。





既定費 246.9 247.2 
議定費 1日783 3637.1 
国防費(1) 626.4包) 3220.0 
民政費 437.4 402.3 
徴税費 14.4 14.8 
普通歳出計 [ 1325.1 [ 3884 
収支均衡会計 1i ml | l
歳出総計 1408.2 I 3970.7 
(1) 包括的協賛費 (Voteof Credit)を含む。
(2) 国首公置法(1町7，19担)による国初費
4億9180万ポンドは含まなし、。
Central Statェ~tical 0品ce.S師 tisticulDigest 





所得税，附加所得税 459.9 600.0 
相続税 77.7 80.8 
印紙税 17.1 13.7 
国防献金 26.9 
超過利得税
その他 1.3 1.0 
関税及び消費税
関 税 262.1 304.9 
消費税 137.9 224.1 
自動車税 34.1 38.0 
租税外収入 32.1 50.1 
皆通歳入計 [ 1叫 9.2114国 9
収支均衡会計
歳入総計 |四2[1495.3 
同上書， Table ]7史よ L
8千万ボγ ドであったものが 39年度には約3倍の 11億 2千万ポンドにふく
れあがり，翌 40年度にはさらにその 3倍近い 32億 2千万ポソドにものぼって
いる。この国防費の急増を賄うために戦争突入と同時にすべての税の大巾増徴
が企てられ，所得税についていえばその基準率は早くも39年 9月に第ー次大戦
時の最高率6、ンリ γグを上回る 7γ リングに引き土げられ，翌年4月には7、/






イギリスの戦時財政への移行とその背景 (岨5) 49 
第10表 1939年度 40年度の起債状況 〈百万ボγド) 越える歳入不足があり，そ
1四年司1949年度
長・中期債
国防貯蓄証券 76.0 170.8 
3%国防債券 60.0 189.6 
3~る届防公債 76.1 
3%軍事公債 99.2 203.2 
2.5ちも軍事公債(1945-7年期限) 443.7 
" (1946-8年") 148.3 
3%貯蓄債券 88.5 
'で の 他 1.6 34.7 
計 236.8 1355.1 
短期債
大蔵省証券 535.3 789.1 
一時貸上金 33.6 110.8 
大蔵省預金証書 429.5 
計 568.9 1329.4 
合 言十 |回5.712脳 4

































408 9 158 
テンダー 326 282 125 
l 大蔵省預金証書 124 306 83 513 
一時貸上金
43 
81 41 214 
イングランド銀行 。 1 1 

































米 ドル 50 
カナダドル -10 
百十 (ll) 230 
(I )+(ll) 280 




























16) Ewnumu;t， 5 July， 1941 









渦に巻き込まれることになったのである。そして，このイ νフレ ショ νは何
よりもまずイギりスの為替管理を特徴つけていた自由ポジドの存在めがけて襲
L、かかれついにはそれを葬り去り，ポy ドが辛うじて維持してきた国際通貨
の地位を情容赦なく奪い取るに至るのであるn
前節で我々はイギリスが国防経済体制確立のために赤字財政を続ける中で深
刻な財政・通貨の危機に直面し，ついにはポy ドの為替相場安定策を放棄して
危機からの脱出を策すに至った過程を明らかにした。だが勿論これによって最
終的な解決がもたらされたわけではなし赤字財政が継続されしかもそれが以
前よりも遥かに大きな規模で押し進められるような場合には，その後も絶えず
通貨に対する重圧が醸成され一層通貨の地位を低めることなしには赤字財政の
機構を稼動させえないという事態が繰り返し現われてくるのである。そしてこ
の期にあっては，この矛盾が自由ポンドの存在をめぐって爆発するのであり，
戦争遂行のために赤字財政維持をまげるわけにいかない以上，イギリスに残さ
れた道は自由ポンドを切り捨てることをおいてほかにないという事態が引き起
こされてくるのである。この点に関しては，本論点の続編ともいうべき「アメ
リカの対英政策の転換とイギリスにおける財政・通貨危機」において，更に詳
しく述ベることにしたいと思う。
